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　拘縮が生じた関節に対し可動域を改善する目的でストレッチを加える場合，低トルクにて温熱療法を持続
的に併用したストレッチの方が，可動域のみならず，力学特性である位相差，剛性，変形，最大負荷量の改
善も速めることが明らかになった。動的剛性の回復には長期の観察が必要であると推察した。本研究の諸知
見から今後は低トルク・長時間ストレッチが可能な治療機器の開発およびストレッチや温熱療法による基質
や膠原線維の反応の観察が課題であると考えた。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は通常の臨床現場で行なわれていることが，何のエビデンスが無いことに注目して行った研究であ
る。実験デザインも妥当で，今後の医療現場にすぐに反映できる良い研究である。またこの研究は内外の
ジャーナルからもその妥当性は確認され，評価を得ている。
　よって，著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
